第４回笠岡市創生総合戦略懇談会議事要点録
○　日　　時：平成２７年８月２４日（月）１５：００～１５：３０
○　場　　所：中央公民館　４階集会室
○　出席委員：１４名（欠席１名：津田委員）
大嶋会長，佐藤副会長，生熊委員，宇野委員，遠藤委員，大村委員，
国本委員，蔵本委員，小林委員，鳴本委員，長谷川委員，原田委員，
東山委員，三谷委員
○　職　　員：三島市長，天野副市長，浅野教育長，岡本政策部長，赤迫危機管理部長，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹井総務部長，塩飽市民生活部長，藤井健康福祉部長，田中建設産業部長，
　　　　　　　三縞上下水道部長，城戸会計管理者，三宅市民病院管理局長，
福尾教育部長

　　　　　 事務局（定住促進センター：黒田所長，森山主査
企画政策課：水田課長，村上）
○　内　　容：下記のとおり

１　議　題
（１）「笠岡市人口ビジョン」及び「笠岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略」について
前回の懇談会以降に変更した点を説明。
＜意見の要旨＞

委員： サブタイトルについて，「住みたい」と「住み続けたい」の間を空けなくていいか。
事務局： 「，（コンマ）」を入れるという意見もあったが，「笠岡」の前にスペースを空ける方が，意味の上では良いのではという意見の方を採用した。
委員： 合計特殊出生率の見込みは，年次的になだらかに上昇するのでなく，階段状に上昇するということか。また，新聞に，最近の若い女性は結婚しても子どもを持ちたがらない，という記事があったが。
事務局： 国からの計算式に当てはめると，どうしてもこうなってしまう。また，子どもが欲しくないという点について，先日実施した若者意識調査によると，笠岡市ではそういう傾向は見られない。
委員： 「学校給食センターの建設」という表記は「学校給食センターの改築」とか「新学校給食センターの建設」に変更した方が良い。総合戦略の見直しは。
事務局： 毎年行い，時代に合ったものに変更していく。
　　⇒懇談会としての論議はこれで終了した。
（２）その他

「人口ビジョン」と「総合戦略」について，本日の議論を受けて修正し，この後，市の幹部職員で構成する臨時本部会議を開催して最終決定する旨を報告。
